
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 第６号 「ボランティア講座」受講者募集！ 

 

№412 

ぼらんてぃあだより第６号 

１ 

 

（社福）豊田市社会福祉協議会 ボランティアセンター 

 ボランティアの養成を目的として３日間の講座を開催します。最近では、「困り

ごとを抱えた人」に対してちょっとしたサポートするボランティアも求められていま

す。活動者の話を聞いたり、ボランティア活動を体験して、この機会にぜひボラ

ンティアを始めてみませんか？ 
 

日時 内容 詳細 

11 月５日（土） 

13 時 30 分 

～16 時 00分 

講話・ 

事例紹介 

ボランティアの基本を学んだあと、ボランティアに協

力いただきたい事例紹介、グループワーク 

11 月～12月 

のうち１～２日 
体験会 ボランティア活動体験 

１月 14日（土） 

13 時 30 分 

～16 時 30分 

シンポジウム 

・ふりかえり 

【シンポジウム】 

テーマ： 

自分らしく楽しく。ボランティアを続けるための秘訣 

コーディネーター： 

上野谷 加代子 氏 （同志社大学 名誉教授） 

シンポジスト： 

早瀬 昇  氏 （大阪ボランティア協会 理事長） 

中田 繁美 (豊田市社会福祉協議会 常務理事兼事務局長) 

他１名 (調整中） 

※時間・詳細は変更になる可能性があります。 

と こ ろ ： 豊田市福祉センター 

対 象 ： ボランティア活動に関心があり、以下のすべてにあてはまる方 

（１）豊田市内在住又は在勤・在学の方 

（２）中学生以上 

（３）原則講座３回すべてに出席ができる方 

定  員 ： ２０名 ※申し込み多数の場合は抽選させていただきます。 

参加費 ： 無料 

申込み ： 令和４年９月 13日（火）から令和４年 10月 22 日（土）まで  

「①氏名（ふりがな）②電話番号③住所④年代」を電話、ファックス、E メー

ルにて豊田市社会福祉協議会へお申込みください（４ページに記載）。 
  

令和５年１月 14日（土） 市民公開講座 （シンポジウム） 

「自分らしく楽しく。ボランティアを続けるための秘訣」 
  

講座最終日は、市民公開講座（シンポジウム）で開催します。市民公開講座のみの参加もできますので、ぜひご 

参加ください。 

対  象：豊田市在住又は在勤・在学の方   定員：180 名(先着順)   参加費：無料 

場  所：豊田市福祉センター４階 41 会議室 

申込み：令和４年１２月６日（火）から令和５年１月７日（土）までに「①氏名（ふりがな）②電話番号③住所 

④年代」を電話、ファックス、E メールにて豊田市社会福祉協議会へお申込みください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（社福）豊田市社会福祉協議会 ボランティアセンター 
２ 

 

ぼらんてぃあだより第６号 

Facebook QR コード 

 

今月は、デイサービスでのボランティア活動が、数年にわたる高齢者との交流につながった事例を紹介します。  

相談内容  

A さんが勤める生命保険会社では、要介護状態となった高齢者を対

象とした保険商品を取り扱っていましたが、実際に高齢者と関わる機会

はほとんどありませんでした。そこで A さんは、社内でボランティアを募

り、福祉事業所の利用者と直接会って交流することで、高齢者や要介護

状態に関する社員の知識を高めたいと、社協ボランティアセンター旭支

所に相談しました。 

ボランティアセンターの対応 

A さんの相談内容を聞いた社協ボランティアセンター旭支所では、デイサービスの利用者との交流

や、施設内での清掃等のボランティアができるのではと考え、デイサービス職員とAさんとの日程調整

や活動内容の打ち合わせを行いました。 

その後・・・ 

ぬくもりの里デイサービスセンター（社協旭支所）でのボランティア活動に、A さんの会社から 11 名

の有志の方が、２日間にわたって参加しました。参加した方からは、「楽しく参加できた。ぜひ来年も

また参加したい」との感想をいただきました。 

 この活動は今年で３年目を迎えます。ボランティア参加者は数年にわたる継続した活動のなかで、

入浴後のドライヤーがけを行ったり、利用者と一緒になってちぎり絵の創作などを行いました。この活

動を通じて、デイサービス利用者と充実した交流を図ることができ、ボランティア活動のモチベー 

ションアップに繋がっています。 

 

豊田市では、子どもの日常的な学習習慣の確保や、仲間と共に活動ができる居場所づくり、進

学に関する支援等を目的として、『子どもの学習支援教室』を開催しています。 

この学習支援教室にて、子ども達に寄り添い、基礎的な勉強を教えるとともに、家庭や学校生

活における子ども達の気軽な相談相手となってもらえるボランティアを募集しています。 

ボランティアセンターへの相談事例紹介 ～デイサービスでのボランティア活動～  

  

子どもの学習支援教室 ボランティア募集中！ 
 

 

地区 会場 日時 

挙 母 ① 

詳しくは下記問合せ先まで 

ご連絡下さい 

毎週木曜日  18～20 時 

挙 母 ② 毎週土曜日  10～12 時 

高 橋 毎週金曜日  18～20 時 

高 岡 毎週金曜日  18～20 時 

猿 投 毎週金曜日  18～20 時 

上 郷 毎週木曜日  18～20 時 

 ※会場によってはボランティア新規受付を終了している場合があります。 

関心のある方、話を聞いてみたいという方は、お気軽にご連絡下さい！ 

たくさんの方の申込みお待ちしています！ 

◎問合せ先：豊田市役所 福祉総合相談課（TEL 0565-34-6791） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ご応募ありがとうございました。当選者につきましては、賞品の発送をもって発表にかえさせていただきます 

（社福）豊田市社会福祉協議会 ボランティアセンター  
３ 

 

社協登録ボランティアグループ紹介！ 

「おもちゃシューリーズ」 代表 藤田 利明さんにお話を伺いました。 
 

活動日、活動場所、活動内容について教えてください。 

とよた子育て支援センターの活動室をお借りして、毎月 1 回の定

例おもちゃ病院と、年３回の出張おもちゃ病院を開院し、子どもたち

から持ち込まれたおもちゃを修理しています。 

活動を始めたきっかけを教えてください。 

壊れたおもちゃを捨てるのではなく、修理して長く使うことで、子どもた

ちに「モノを大切にする心」を学んでもらいたいと思い、仲間と共に活動を

始めました。 

どんな時にやりがいを感じますか？ 

壊れたおもちゃが元通りに直ったときの子どもたちの喜ぶ笑顔を見
た時や、メンバーみんなで考え、新しい修理技術を習得出来た時

に、やりがいを感じます。 

一言コメントをお願いします！ 

おもちゃシューリーズでは、一緒に活動してくれる仲間を募集しています。モノづくりが好きな方、子
どもが好きな方、大歓迎です！皆さんも、おもちゃ修理のボランティア活動を通じて子どもたちの笑顔
に触れてみませんか？ 

 

◎問合せ  豊田市社会福祉協議会 ボランティアセンター（４ページに記載） 

ぼらんてぃあだより第６号 

【R４.第４号 問題】 【R４.第４号 回答】 

 マスク（「枡
ます

」が 9 つある） 
 

 

 
 

上の絵はあるものを表しています。 

これは何でしょう？ 

はがきにクイズの答えと必要事項を全てご記入

のうえ、ご応募ください。 

クイズの正解者の中から抽選で３名の方に

「500円分の図書カード」をプレゼントします。 

10 月 15 日締切（当日消印有効） 

①クイズの答え 
②氏名 
③郵便番号・住所 
④電話番号 
⑤年齢 
⑥職業 
⑦「ぼらんてぃあだ
より」の入手方法 

⑧「ぼらんてぃあだ
より」で取り上げ
てほしい内容、ご
意見・ご感想など 

63 〒471-0877 

 

豊田市錦町 1-1-1 

 

豊田市社会福祉協議会 

ボランティアセンター 

「クイズコーナー」係 

おもちゃ修理の様子 

子どもから貰ったお手紙 

私は誰でしょう？ 

①私の幼名は「竹千代」です。 

②私は関ケ原の戦いで勝利しました。 

③私は江戸幕府を開きました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

       

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

□■ ぼらんてぃあだよりに関するお問合せ ■□ 

社会福祉法人 豊田市社会福祉協議会 ボランティアセンター（豊田市福祉センター２階） 

〒471-0877 豊田市錦町１丁目１番地１ ※日・月曜日、祝日はお休みです。 

電 話 (0565)31-1294 FAX (0565)33-2346 メール vc@toyota-shakyo.jp 

ホームページ https://vc.toyota-shakyo.jp/ 

発行日 令和４年８月２５日 

 

４ 

 

（社福）豊田市社会福祉協議会 ボランティアセンター 

ぼらんてぃあだより第６号 

ボランティア作業のお知らせ 

豊田市福祉センター３階交流コーナーでは、様々な催しを行っています。 

どなたでも予約なしで参加できます。お気軽にお越しください！ 

ぼらんてぃあだより発送作業 

（たよりを折って封筒に入れるボランティア作業） 

毎月中旬～下旬（曜日不定） 午前10時～正午 

★９ 月 28 日（水） 

★10 月 27 日（木） 

★11 月 22 日（火） 

使用済み切手等整理作業 

（切手・ベルマークの周りを切るボランティア作業） 

毎月第１木曜日 午前 10 時～正午 

★10 月 ６日（木） 

★11 月 10 日（木） 

★12 月 １日（木） 

公益財団法人ライオンズ日本財団は、主にボランティア活動の支援、青少年健全 
育成および環境改善プロジェクトなど積極的な活動をしています。 

 
助成対象  ①青少年健全育成に関するボランティア活動 

②人道主義的奉仕事業及び救済支援事業に関するボランティア活動 
③自然環境保護・社会環境改善に関するボランティア活動 

金  額  原則１グループにつき 10 万円程度（案件により５～50 万円まで助成） 

申込方法  申請書（任意様式）に申請者の概要（申請者の内容や実績等）・申請理由・事業計画等
を記載の上、書式 A４で２枚程度にまとめてください。なお、補足資料があれば添付し、
郵送またはメールにて提出してください。 
※ただし、申請事業はこれから行うものに限ります。 

応募期間 令和４年８月１日～令和４年 12 月 31 日 

審査方法 応募の中からライオンズ日本財団の助成対象の主旨に沿ったもので、審査されます。 
当該年度助成予算内までが対象となります。 

 

◎問合せ・申込み 公益財団法人 ライオンズ日本財団 事務局 

〒107-0061 東京都港区北青山 3-3-7 第一青山ビル 2階 TEL （03）6721-1712 

※申込み方法などの詳細はホームページ（http://www.ljf.or.jp/support.html）をご覧ください。 

 

 

「ぼらんてぃあだより」の発行には共同募金の配分金が使われています。 
ホームページは 

こちらから！ 

公益財団法人 ライオンズ日本財団ボランティア助成金 


